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 要  旨 
 近年，数十 Gbps から数百 Gbps と，ネットワーク物理帯域の広帯域化が進み，Grid やネット
ワークストレージシステム，高精細動画ストリーミングなどの長距離かつ高スループットの通信
を必要とするアプリケーションが出現してきた． 
 しかし，現在一般的に使用されている TCP（TCP Reno）では，帯域幅遅延積の大きいネット
ワーク（帯域が広く遅延の大きいネットワーク）で十分に帯域を利用できないことが知られてい
る．そこで，帯域幅遅延積の大きいネットワークで十分に帯域を利用するために，様々な高速ト
ランスポートプロトコルが提案されている．その一つとして UDT があるが，UDT は，その中で
も特に帯域を効率的に利用できることが知られている．しかし，他の高速トランスポートプロト
コルと共存した場合，帯域を奪ってしまい，スループットの公平性が悪化してしまうという問題
がある．そこで，本研究では，他の高速トランスポートプロトコルへのスループット公平性を改
善する UDT の改良を行なう． 
 このとき，単純に UDT の送信レートの増加を抑制するだけでは， 
・競合するコネクションが無いときに帯域の利用率が下がる 
・空き帯域があるときに，それを使い切るまでの時間が増加する 
・他の高速トランスポートプロトコルに帯域を奪われ，UDT のスループットが低くなりすぎる 
などの問題が起こる恐れがある． よって，本研究では，UDT を以下のように改良したプロトコ
ルを提案する． 
・輻輳が発生していないとき，通常の UDT と同じようにふるまう 
・輻輳が発生したとき，目標帯域を越えていればレートの増加を制限する 
これにより，UDT は，スループットが目標帯域を達成できないときは送信レートをあげ，パケッ
トロスによって送信レートが下がっても，目標帯域を達成していれば送信レートをあげない．こ
れによって，UDT のスループットが目標帯域に近づき，残りの帯域は他のコネクションに開放す
るため，スループット公平性が改善できると考えられる． 
 また，UDT の輻輳ウィンドウの計算に RTT の最小値を用いるという変更を加える．これによ
って，ボトルネックキューに相当する帯域を他のコネクションのために残しておくことができ，
スループット公平性を改善できる． 
 これらの機能により，他の高速トランスポートから帯域を奪わない，スループット公平性を考
慮した mUDT(moderate UDT)を提案し，評価を行なった結果，数本のコネクションが競合する
場合には，スループット公平性が改善できることが分かった． 
さらに，目標帯域をネットワークの状況に応じてアダプティブに設定する方法について考察を行
ない，それによって，競合するコネクション数が多くなってもスループット公平性が改善できる
可能性が示せた． 
 
 
 
